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株主の皆様とシスメックスをつなぐコミュニケーション誌
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持続可能な社会へ     

製品・サービスを通じた
医療課題解決 －先進国編－
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世界各地で献血活動を推進
献血は医療になくてはならないものです。日本では1日に

約3,000人の患者さんが輸血を受けていると言われており、
この人数分の血液を確保するには、1日に約 13,000人もの
方の献血が必要です。
シスメックスは、献血時に用いる検査機器を提供しているこ

とから、社会貢献活動の一環として、積極的に献血活動に参加
しています。6月14日の「世界献血者デー」に合わせ、毎年6
月を献血活動の強化月間に設定。国内の各事業所・グループ
会社では、事務所に献血バスを手配したり、近隣の献血ルーム
を利用して献血活動を実施しています。ヨーロッパやアメリカ、
タイ、インドネシア、ニュージーランドなど海外の関係会社でも、
定期的に献血活動を行っています。2019年は、グローバルで
400名近くの従業員が献血活動に参加しました。

■格付け
■従業員数

■主な事業内容

AA-　（R&I：格付投資情報センター）
8,900名（連結） 2,606名（単独）
＊嘱託・パートタイマーなどを含む

臨床検査機器、検査用試薬ならびに関連
ソフトウェアなどの開発・製造・販売・輸出入

■商号

■設立年月日
■資本金

シスメックス株式会社
SYSMEX CORPORATION
1968年2月20日
127億401万円

会社概要 （2019年6月30日現在）

■事業年度
■定時株主総会
■基準日

■公告方法

毎年4月1日から翌年3月31日まで
6月
定時株主総会 3月31日
期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日

その他必要がある場合は、あらかじめ公告いたします。

■上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部
■証券コード 6869
■単元株式数 100株
■株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関
〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
■同連絡先（郵便物送付先・電話照会先）
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話  0120-094-777（通話料無料）

当会社の公告方法は、電子公告とします。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。
電子公告掲載ホームページアドレス　www.sysmex.co.jp/ir/

株主メモ

1.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることになっております。 口座を開設されて
いる証券会社等にお問合せください。 株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。　2.特別口座に記録された株式に関する各種お手
続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信
託銀行全国各支店にてもお取り次ぎいたします。　3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

お知らせ

Topics
トピックス

ヘルスケア企業として
日本赤十字社の活動を支援するために、
2014年度から「献血サポーター企業」に
登録しています。

www.ken-sapo.jp

ツール・ド・フランス（山間からアルプスを望む）    4ページご参照
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資　産

2019.3
第1四半期

2018.3
第1四半期

2020.3
第1四半期

※現金及び現金同等物に係る換算差額も含まれております。

負債および資本

（億円）

2018.32017.3 2020.32016.3 2019.3

売上高

前年同期比

3.9%増
（億円）

2018.32017.3 2020.32016.3 2019.3

607.2

517.0
590.7 612.8

営業利益

前年同期比

18.4%減
（億円）

2018.32017.3 2020.32016.3 2019.3

392.7 406.3 392.2 412.2

四半期（当期）
利益＊

前年同期比

28.9%減

2,526 2,498
2,819

3,200
（予想）

576.4576.4 591.6591.6 617.1617.1 685.4685.4

2,935

659.6659.6 138.7138.7128.8128.8 138.3138.3124.3124.3 94.494.479.879.8 94.294.282.282.2

第1四半期通期

640
（予想）

112.7112.7

420
（予想）

66.966.9

98.3

32.9

77.3

営業活動CF

△118.9△103.0

△26.9

現金及び
現金同等物の
純増減額※

△62.2△73.2 △88.7

財務活動CF

△160.7

△58.9

△5.6

投資活動CF

＋68.7億円
負債 +116.3 資本 △47.5

2019.3
期末

2020.3
第1四半期

非流動負債

その他
資本

利益剰余金

流動負債
△47.5

163.8
△8.1

△39.33,467
3,536

2019.3
期末

2020.3
第1四半期

その他
流動資産

棚卸資産
その他

非流動資産

現金及び
現金同等物

有形
固定資産

8.0

△90.4

213.3 3.5

△65.5

3,536
無形
資産

営業債権及び
その他の債権

＋68.7億円
流動資産 △156.1 非流動資産 +224.9

3,467
△26.9 26.7

ウェブサイトのご案内

www.sysmex.co.jp
ぜひご覧ください。

ホームページをリニューアルしました

より見やすく、
よりすっきりとした
デザインに

最新の
注目トピックスを
ピックアップ

ポイント

1
ポイント

2

代表取締役会長兼社長 CEO

いえつぐ  ひさし
【出身地】大阪 【略 歴】大学を卒業後、
銀行に13年間勤務。その後、東亞医用電子
株式会社（現シスメックス株式会社）に入社。
1996年に代表取締役社長、2013年に
現職に就任。 【趣 味】読書、スポーツ観戦 
【信 条】「意あらば通ず」

ごあいさつ

＊四半期（当期）利益：親会社の所有者に帰属する四半期（当期）利益。＊ヘマトロジー分野：血液中の赤血球や白血球などの数や種類、大きさを分析することにより、
精密な検査が必要かどうかを判断するための検体検査分野。

＊がんゲノムプロファイリング：がんの診療上重要な遺伝子の情報（がん組織中の複数の
遺伝子の変異や増幅、融合など）を解析すること。

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと
お慶び申し上げます。
当社グループの2020年3月期 第 1四半期の業績は、円高

の影響を受けるも各地域でヘマトロジー分野を中心に売上が
伸長し、増収を達成しました。一方で、営業利益の減少に加
え、為替差損などの影響により、四半期利益は減益となりま
した。売上高は前年同期比3.9％増、営業利益は同18.4％減、
親会社の所有者に帰属する四半期利益は同28.9％減となり
ました。なお、前年同期の為替レートを適用した場合、売上
高は前年同期比7.6％増、営業利益は同10.2％減となります。
国内は、ヘマトロジー分野において搬送システム案件が増
加したほか、血液凝固検査分野のCNシリーズの売上が好調
に推移し、増収となりました。海外は、主に免疫検査分野で
機器の売上が減少したものの、ヘマトロジー分野、尿検査分
野、免疫検査分野を中心に試薬の売上が伸長し、増収となり
ました。これらの結果、当社グループの海外売上高比率は

85.2％となりました。
なお、2019年5月に公表した2020年3月期通期の連結業
績見通しに変更はありません。※

第 1四半期のトピックスとして、国立研究開発法人 国立が
ん研究センターと共同開発を進めてきた「OncoGuideTM 

NCCオンコパネル システム」が、がんゲノムプロファイリング＊

検査用システムとして、2019年6月に国内で初めて保険適用
を受けました（詳細は6ページご参照）。これにより、今後は
保険診療下での検査が可能となり、より多くのがん患者さんに
対して受診機会が拡大することが期待されます。シスメックス
はこれからも個別化医療の発展と進化に貢献していきます。
株主の皆様には、今後ともより一層のご支援を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

※業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今後さまざまな
要因によって予想数値と異なる可能性があります。

本資料のうち、業績予想等に記載されている各数値は、現在入手可能な情報による判断
および仮定に基づき算出しており、判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営
や内外の状況変化により、実際の業績等が予想数値と大きく異なる可能性があります。

詳細な財務情報は、シスメックスのIRウェブサイトをご覧ください。　www.sysmex.co.jp/ir/IFRS ※当社グループは2017年3月期より国際会計基準（IFRS）を適用し、IFRSに準拠して開示しております。

利益配分（配当）に関する考え方について
当社は、安定的な高成長を持続させるための積極的な投資と、収益性の向上に伴う株主の皆様に対する利益還元との適正なバランス
を確保することを目指しております。株主還元については、継続的な安定配当に留意するとともに、業績に裏付けられた成果の配分を
行うという基本方針のもと、連結での配当性向30％を目処に配当を行ってまいります。

ヘマトロジー分野を中心に
伸長し増収となるも、
利益は前年同期を下回りました。

各地域でヘマトロジー分野＊を中心に売上が伸長し、増収を達成ポイント

1
ポイント

2 四半期利益＊は、営業利益の減少や為替差損などの影響により減益

連結財政状態計算書の増減要因
（億円）

キャッシュ・フローの推移
（億円）
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■事業別売上高構成比

■地域別売上高構成比

海外85.2%

日本
14.8%

EMEA
28.0%

中国
25.8%

アジア・パシフィック
8.3%

米州
23.1%

その他
4.4%

ライフサイエンス事業
3.6%

FCM事業
0.5%

生化学検査
0.9%

免疫検査
4.3%

尿検査
7.2%

血液
凝固検査
16.1% ヘマトロジー

（血球計数検査）
63.0%

659.6

685.45.7

8.2

5.3

21.0

9.3 △24.1

日本

EMEA
中国

アジア・
パシフィック

為替の
影響

米州

＋25.7億円

2019.3
第1四半期

2020.3
第1四半期

■地域別売上高の増減  （億円）　
※各地域の売上高は為替の影響を除く

米　州

米国の尿検査分野、血液凝固検査分野
や、ブラジルの代理店向けの売上が減
少するも、米国やカナダでヘマトロ
ジー分野＊の売上が伸長し、増収

%
増5.8

（前年同期比）

%
減1.2

（前年同期比）

2018.3 2019.3 2020.3

158149143

EMEA＊

中東など新興国でヘマトロジー分野の
試薬売上が伸長したほか、イギリス、
フランスで尿検査分野の直接販売が
好調に推移し、増収

2018.3 2019.3 2020.3

192181
167

アジア・パシフィック

東南アジアでヘマトロジー分野や免疫
検査分野の試薬売上が伸長したほか、
販売体制を変更したインドの売上が
好調に推移し、増収

2018.3 2019.3 2020.3

57
5350

日　本

ヘマトロジー分野、血液凝固検査分野、
ライフサイエンス分野において機器
売上が伸長し、増収

2018.3 2019.3 2020.3

101
9593

中　国

円高の影響により減収となるも、ヘマ
トロジー分野や血液凝固検査分野が
伸長し、現地通貨ベースでは増収

2018.3 2019.3 2020.3

176178
161

2020年3月期
第1四半期

2019年3月期
第1四半期

2018年3月期
第1四半期

109.9
123.5

16.1

１USドル
１ユーロ
１中国元

109.1
130.1

17.1

111.1
122.2

16.2

■為替レート  （円）

現地通貨ベース

（前年同期比）
11.1%増

現地通貨ベース

（前年同期比）
5.4%増

現地通貨ベース

（前年同期比）
5.0%増

%
増6.3

（前年同期比）

%
増6.0

（前年同期比）

%
増5.5

（前年同期比）

＊ヘマトロジー分野：血液中の赤血球や白血球などの数や種類、大きさを分析
することにより、精密な検査が必要かどうかを判断するための検体検査分野。

＊EMEA：欧州、中東、アフリカ地域。

セグメント情報（2020年3月期  第1四半期） 詳細な財務情報は、シスメックスのIRウェブサイトをご覧ください。　www.sysmex.co.jp/ir/IFRS ※当社グループは2017年3月期より国際会計基準（IFRS）を適用し、IFRSに準拠して開示しております。

■地域別売上高  （億円）　※第 52期 期末株主通信までは所在地別にて掲載していましたが、今期より地域別での掲載へ変更しております。　

ドーピング検査の分析機器に
当社製品が一斉採用

ドーピング検査は、アスリートがクリーンであるこ
とを証明するため、また公正な競技の場を確保し大
切なスポーツを守っていくために必要です。
ドーピング検査はアスリートから採取された血液
などを用いて、世界アンチ・ドーピング機構が認定・
承認する分析機関において全世界・全スポーツ統一
の手順で行われます。従来のドーピング禁止物質そ
のものを検出する検査に加え、これを補完する目的
で2009年からドーピングにより体内で起こる異常
な変化を捉える「アスリート・バイオロジカル・パス
ポート」という手法が導入されています。この手法で
は定期的に検査結果を高精度に比較・モニタリング
できることが極めて重要で、世界中を移動するアス
リートがどこで検査をしても信頼性の高い検査結果

を提供することが求められます。
このたび、当社の多項目自動血球分析装置XN

シリーズが、世界アンチ・ドーピング機構が認定・承
認する世界30の分析機関に一斉採用されました。
これは、XNシリーズの測定精度の高さに加え、シス
メックス独自の精度管理サービスなど、世界中で安
定的に信頼性の高い測定結果をお届けするための
強固なサポート体制が評価された結果です。導入さ
れたXNシリーズは、オリンピックやツール・ド・フラ
ンスなど、今後開催されるさまざまな国際競技大会
での活用を見据え、2019年6月より国際競技連盟
や各国のドーピング防止機関が実施する血液検査
で運用が開始されています。 

グローバルレポート

「アスリート・バイオロジカル・パスポート」
とは……
アスリートから経時的に血液などの検体を採取
して分析するドーピング検査手法の一つ。1回
の検査でドーピング禁止物質などが検出されな
かったとしても、経時的な検査結果を比較・モニ
タリングすることで異常な変化を検出します。

国際的なスポーツ大会を
影で支えているんだね

クリーンで公正な大会の
運営に貢献しているのよ

●検査結果のイメージ

多項目自動血球分析装置XN-1000

○月○日
［日本］

○月○日
［アメリカ］

○月○日
［中国］

○月○日
［ロシア］

○月○日
［日本］

異
常
値

異常な変化を検出

?
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製品・サービスを通じた
医療課題解決 
持続可能な社会を実現し、社会とともに発展し続ける企業であるための、シスメックスのサステナビリティ（持続
可能性）への取り組みについて紹介する当シリーズ。今回は、シスメックスが優先的に取り組むべきと考えている
課題のうち、「製品・サービスを通じた医療課題解決」（先進国編）について解説します。

持続可能な社会へ――❷

次回は、新興国・発展途上国での取り組みをご紹介します。お楽しみに！Next

－先進国編－

近年、先進国では高齢化を背景として、高騰する医療
費の抑制や健康寿命の延伸へのニーズが高まっています。
また、人工知能（AI）やIoT＊の活用など、さまざまな技術
革新を医療に応用する動きも活発です。血液検査や尿検
査など医療に不可欠な検体検査＊は、病気の予防や早期
発見、治療方針の確定に重要な役割を果たしていますが、
この検体検査の領域においても先進技術を活用した新た
な価値の創出が期待されています。

従来のがん治療では、がんの種類（臓器）別に異なる薬が使用されてきました。しかし、同じ「肺がん」でも、原因とな
る遺伝子はさまざまであり、“がんを引き起こした遺伝子の変異”を特定することで、より効果が高い薬を選択できること
がわかってきました。このように、がんの治療成績を大きく改善すると期待されている「がんゲノム医療」の実現に、シスメッ
クスは取り組んでいます。

がんゲノム医療の実現に向けて、国立がん研究センターと
共同開発を進めてきたがんゲノムプロファイリング検査用
「OncoGuideTM NCCオンコパネル システム」が、2019年6
月に国内で初めて保険適用を受けました。本システムは、標準
治療を終えた患者さんなどを対象に、日本人のがんで変異が
多く見られる114個の遺伝子を一度に調べることができます。
得られた情報は、遺伝子変異に応じた治療方針の決定や抗
がん剤の選定、投薬の判断など、一人ひとりに最適な医療

（個別化医療）を提供するために活用されます。
今回の保険適用により、より多くのがん患者さんに本システ

ムを用いた検査を受けていただけるようになります。シスメッ
クスは、医療機関への本システムの導入・支援に加え、受託
検査を担う理研ジェネシスを通じ、きめ細やかなサポートを
含めた国内完結型の検査フローを実現することで、日本にお
けるがんゲノム医療の臨床現場への導入に貢献します。

高齢化社会の課題を解決する
技術革新への期待

社会背景

このような社会のニーズを踏まえて、シスメックスは一人ひとりに最適な
医療を提供する「個別化医療」の実現を目指し、早期発見・早期治療につな
がる価値の高い検査・診断技術の創出に向けて研究開発を進めています。
新たな検査や診断技術によって、それぞれの患者さんにとって最適な治療
方針などを明らかにできれば、患者さんの負担を軽減できるだけでなく、
医療における無駄を省き、医療費の抑制への貢献にもつながります。
シスメックスは製品・サービスを通じた医療課題解決を通して、新たな
技術や市場を創出し、シスメックスの企業価値を向上させると同時に、持
続可能な社会の実現にも貢献したいと考えています。

価値の高い検査・診断技術を創出し、
「個別化医療」の実現へ

シスメックスの取り組み

＊検体検査：血液や尿、細胞などを体の
中から取り出して調べる検査。

＊IoT（Internet of Things）：コンピュータなどの情報・通信機器だけでなく、さま
ざまなモノをインターネットに接続し、情報のやり取りや遠隔操作などを行うこと。

＊SDGs：2015年9月の国連持続可能な開発サミットで
採択された、2030年までの「持続可能な開発目標」。

＊がんゲノムプロファイリング：がんの診療上重要な遺伝子の情報（がん組織中
の複数の遺伝子の変異や増幅、融合など）を解析すること。

「がんゲノム医療」への取り組み事 例

シスメックスは、これまで培ってきた独自の技術を活かして、
今後も医療の発展と人々の健やかな暮らしへの貢献を目指した取り組みを進めていきます。

がんゲノムプロファイリング＊検査用システムが国内で初めて保険適用最新情報

研究開発中のテーマ（一例）

HDL機能の評価による心血管リスクの
診断法の開発

血液中のがん細胞由来DNAの検出

アルツハイマー型認知症の
新たな検査・診断技術の創出

社会の
持続可能性向上

シスメックスの
企業価値向上

…など

従　来
がんの種類（臓器）によって薬を選択

人によって、薬の効果や副作用の出方が異なる

肺がん 大腸がん胃がん

○○薬 □△薬□○薬

がんゲノム医療
がんの原因となる遺伝子の変異によって薬を選択

患者さん一人ひとりに合った医療の提供へ

A遺伝子
変異

A薬

B遺伝子
変異

B薬

C遺伝子
変異

C薬

関連する
SDGs＊

がん組織を採取 がん組織の遺伝子を
網羅的に解析

専門家による
レポート解析

個々の患者さんに対する
最適な治療法、
治療方針を選定

■日本の医療費

厚生労働省「平成28年度 国民医療費の概況」より

25

30

35

40

45（兆円）

20
（年度）

20年で約
1.5倍に

増加

新たな医療の創出に活用
シスメックスの子会社である
理研ジェネシスなど

●▲病院
▲●■病院

●■病院

遺伝子情報は、患者さん
の同意を得た上で「がん
ゲノム情報管理センター」
に集約・保管

28兆円

42兆円
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持続可能な社会へ     

製品・サービスを通じた
医療課題解決 －先進国編－
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世界各地で献血活動を推進
献血は医療になくてはならないものです。日本では1日に

約3,000人の患者さんが輸血を受けていると言われており、
この人数分の血液を確保するには、1日に約 13,000人もの
方の献血が必要です。
シスメックスは、献血時に用いる検査機器を提供しているこ

とから、社会貢献活動の一環として、積極的に献血活動に参加
しています。6月14日の「世界献血者デー」に合わせ、毎年6
月を献血活動の強化月間に設定。国内の各事業所・グループ
会社では、事務所に献血バスを手配したり、近隣の献血ルーム
を利用して献血活動を実施しています。ヨーロッパやアメリカ、
タイ、インドネシア、ニュージーランドなど海外の関係会社でも、
定期的に献血活動を行っています。2019年は、グローバルで
400名近くの従業員が献血活動に参加しました。

■格付け
■従業員数

■主な事業内容

AA-　（R&I：格付投資情報センター）
8,900名（連結） 2,606名（単独）
＊嘱託・パートタイマーなどを含む

臨床検査機器、検査用試薬ならびに関連
ソフトウェアなどの開発・製造・販売・輸出入

■商号

■設立年月日
■資本金

シスメックス株式会社
SYSMEX CORPORATION
1968年2月20日
127億401万円

会社概要 （2019年6月30日現在）

■事業年度
■定時株主総会
■基準日

■公告方法

毎年4月1日から翌年3月31日まで
6月
定時株主総会 3月31日
期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日

その他必要がある場合は、あらかじめ公告いたします。

■上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部
■証券コード 6869
■単元株式数 100株
■株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関
〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
■同連絡先（郵便物送付先・電話照会先）
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話  0120-094-777（通話料無料）

当会社の公告方法は、電子公告とします。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。
電子公告掲載ホームページアドレス　www.sysmex.co.jp/ir/

株主メモ

1.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることになっております。 口座を開設されて
いる証券会社等にお問合せください。 株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。　2.特別口座に記録された株式に関する各種お手
続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信
託銀行全国各支店にてもお取り次ぎいたします。　3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

お知らせ

Topics
トピックス

ヘルスケア企業として
日本赤十字社の活動を支援するために、
2014年度から「献血サポーター企業」に
登録しています。

www.ken-sapo.jp
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